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聴覚に障害のある子どもたちへの教育を専門とする

県下で唯一の学校です
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★｢ことば』とにころ｣が豊かに育つ学校

★自分の思いを伝える力や､将来へ向けた自立の力が身に付く学校

★聴覚や手話など自分に合ったコミュニケーション手段を学べる学校

★そして､誰もが持つ自分を認めてほしいという願いを応援する学校です。

響
香川県立聾学校
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があります
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将来の自立のために必 なことを学びます
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蟹学校には｢自立活動｣という授業があります｡一人一人が障害を肯定的に受けとめ、

社会の中で誇りをもち､自立し､堂々と生きていくためのチカラを育てる授業を行います。

鶏聞き取る力を育てるために 毒ことばの習得を目指して

音遊びやことばの聞き取り学習聴力測定を通して、補聴器や人工

内耳を上手に使いながら、自分の聴覚を最大限に活用する力を育て

ます。

聴覚障害の子どもがつまずきやすい分野を中心に､手話や指文字､そ

して表情も大切にしながら、日常生活や学習で必要なことばの力の

習得をめざします。

蕊自分自身を見つめて 瀞伝える力を育てるために

聞こえや障害について学び、自分の障害を肯定的にとらえ、周りの

人に自分の考えを伝えたり、自分のことを説明したりする力を育て

ます。

息あそびや鏡を使った発音の練習､ことばのリズムの学習を通して、

相手に音声を使って伝える力を育てます。
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県内全域の子どもたちが
学べるために 蕪 華 卒業生の声
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○遠距離などの理由で通学が困難であったり、生活面での自立心を養った

りすることを目的として、敷地内に寄宿舎が設けられています。

C集団生活を通して、発達段階に応じた生活習慣、自主性を養います。

○自治活動や行事を通して、健全で明るく、情緒豊かな子どもへと育てます。

私が鰻学校に通って良かったことは､自分の聴力のことを周

りの人が理解してくれて､その生徒に応じた対応をして下さっ

たこと､また就職するための土台をしっかり教えて下さったこ

とです。

態学校での一番の思い出は、高等部3年の全国鰻学校卓球大

会です｡後醗たちが居てくれたおかげで､初めて全国大会団体戦

に出場し､熱戦を繰り広げることができました｡今でもうれしく

思っています｡｢仲間の力・大切さ｣を学ぶことができました。

社会に出て仕事を始めると、失敗や上手くいかないことも

多々あります｡その時には、今まで応援してくださった人のこ

とを思い出して、今でも頑張っています｡私にとっての聾学校

は､卒業してからも宝物です。 （卒業生より）
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相談を受け付けています

階こえとことば鰄圏談支援
聞こえない､聞こえにくい子どもたちの成長を支援していくために､教育相談を行っています。

「かけがえのない宝｣であるお子様とのスキンシップやコミュニケーションのとり方などの相談にもお答えしています。
巻

…

回談」
1，(iividual

(>()ul1he1in9
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子育てや教育のことなどについて､じっくりと話を聞きます。

☆0歳児からの乳幼児相談
聴力測定､補聴器や聞こえに関する相談

☆小中高生の教育相談
ことばや発音･間こえに関するﾈ識､学習や趣§についてのアドノWス
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「通鞭I誰る指導1~~~ ~

｢通級による指導」
通常学級の中にいる、聴覚や言語に何らかの支援が必要な小中学生に、

聾学校の教員が専門的な指導を行います。

】
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で､共感し合えます｡態学校の

一一毎コ ■■＝ ~一 一

｢爾張草ﾇｸﾆjDI同じ障害のある友だちズ

教育活動と連携しながら

ちがいることで

将来を見通した支援を行います。

☆幼稚部月1～2回(さんさん交流）
☆小中高等部授業体験日等で授業交流

☆交流活動
（交流サマースクール､交流ウィンタースクール）

分

■

古
一
一一
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同じ障害のある子どもの親同士、担当者同士、日頃はなかなか

できなかった話ができます。いろいろなヒントも得られます。

海 耐
9岳鋤 ,繩

☆講演会や相談会、座談会の実施

医綴(補聴器や人工内員)福祉進学薑語指導といった七専門的な話を聞く機会を設けています。
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一人で悩まないでご連絡を1

TELO8~7-865-4492

FAXO87-SeS-1480
E-mail rogakuO1@kagawa-e[ILIjp

l 申し込み>I_附臓耐騎ﾚ｢雨燕司
q相談は無料です ｜情報は壁壷します，

こんなことが気になった時は、すぐ相談を！

○呼びかけやおもちゃの音に振り向かない。

○新生児聴力検査で難聴が疑われた。

○補聴器や人工内耳のことが知りたい。

○発音や話し方が気になる。

○幼稚園や保育所でうまく仲間に入れない。

○学校の授業が聞き取りにくい。

幼稚園では、30人に1人の先生なので聞こえてい

ない時間もたくさんあり、ただ周りと一緒に流さ

れていました｡鯉学校では、一人一人に必ず耳を傾

けて聞いてくれるのでうれしいです｡発言ものび

のびとでき､自信にあふれているように思います。

親子とも、ゆっくりとつきあってくれて感謝して

います。 （幼稚部の保溌者）

通級による指導では、普段使わない言葉や時事

ニュースを学習し知識の広がりを感じます｡子

どもにとって、通級の先生とは気軽に相談でき

る関係が築けており嬉しく思います｡また､交流

会等の座談会では、同じ悩みをもつ保護者の

方々と様々な話ができ勉強になります。

（小学生の保謹者）

保護者の

皆様から

鰯《縫 c､妙緯漉
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書学校講座

人工内耳や補聴器を使用して家庭生

活では不自由を感じません｡学校では

どうでしょうか。

家の近くの学校に通っていますが、聾

学校を見学して教育相談を受けたい

と思います｡どのような手続きが必要

ですか。

また、聾学校への途中の学年からの転
入は可能でしょうか。

ヨ

人工内耳や補聴器を付けていても、小・中学校壱必要

なことが全て聞こえ、わかるわけではありません｡1対

1の会話がスムーズであったとしても班活動や集団活

動を伴う学校での生活の中で、情報を得ることが難し

い場合が多いようです｡盤学校では､学校生活全体にわ

たり目で見てわかるように、声に加えて手話を使うな

どの工夫をしています｡また、聴力の低下や、補聴器や

まずは、電話等で聾学校にお申し込みください

(TELO87-865-4492)｡相談までの流れは､来校の日時

を相談→見学・面談→教育相談開始となります｡また、

途中の学年からの転入も教育甕目会の判断をいただけ人工内耳の故障には､専門性のある職員(言語聴覚士な

れば可能です。ど)を中心に対応しています。

なお､幼稚部では｢さんさん教室｣を開いて､0歳児から

の教育相麟をしています｡かけがえのないお子さんの

ことを話す中で､保護者の方の世界が広がり､ホッとで聾学校ではクラスの人数が少ないと

聞いています｡小・中学生は集団での

学習が大切だと思いますが、どのよう

な授業の工夫をしていますか。

きるかも知れません。

将来は大学進学を希望していますが、

聾学校高等部からの進学は可能で

しょうか｡また､大学入学後も勉強や生

活など､心配なことがあります。

人数が少ないことは、メリットでもあります｡マン・

ツー・マンに近い形で子どもの力を最大限伸ばせるよ

う他校ではできない工夫をしています｡授業では子ども

たちは積極的に発百し、自侭をもちながら、確かな学力
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が身に付くよう努力していきます｡集団での学習も大切

なことから､学年をこえた合同授業を行っています。

さらに､近隣の小中学校や居住地の小中学校との交流及

び共同学習などを実施しています｡聾学校では、卒業し

て何年たっても卒業生のことをなつかしく話す先生も

おり、子ども－人一人を大切にしていることが実感でき

可能です｡大学進学希望者向けに進学重点コースを設

置しています｡週33時間の授業に加えて、放課後や長

期休業中の課外でフォローアップします。

また、大学進学後につまずきやすい情報保障などの合

理的配慮についても、大学などからの情報収集や相談

などを行っています｡普通科総合コースでも､本人の希

望により大学等への進学は可能です。

なお､就職希望者には､本人の希望や適性にあった就職

を目指し、豊富なノウハウを活かしながら進路の実現

に努めます｡現在就職率100%です。

ます。

Q聾学校では手話だけで話…すか。
手話や指文字とともに、子どもの聞こえに合わせた大

一きさの声で授業をしています｡質問も遠麗せずにでき
ます｡さらに､ICT(タブレット端末やプレゼンテーショ

ンソフト等）といった最先端技術を研究し使用してい

ます｡子どもたちが､授業などで疎外感を感じることな

く、安心して知りたい。学びたい気持ちをふくらます

「

麺
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で

ことができるような指導をしています。
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香川県立蕾学校 〒761‐8074香川県高松市太田上町513番地1

鵜TELO87-865-4492FAxO87-868-1480
香川県立聾学校の
ORコードE-mail rogakuO1@kagawa-edu.jp URLhttp://www.kagawa-edu.jp/rogakuO1/index.html

＝＝〃、


